
袋
井
市
議
会
９
月
定
例
会
報
告 

 

市
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月
４
日
か
ら
９
月

２８
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
長
提
出
２３
議

案
の
審
査
を
行
い
最
終
日
に
採
決
、
い
ず
れ
も

可
決
・
認
定
・
承
認
と
な
り
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
５
つ
の
議
案
に
反
対

し
、
浅
田
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
条
例
の
一
部
改
正

と
２
本
の
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。 

Ｈ
３
０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

 

５
億
９
１
０
０
万
円
追
加
し
、
総
額
３
３
３
億

７
７
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。 

◇
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
沿
線
魅
力
向
上
事
業 

 
 

７
０
０
万
円 

 
 

浜
松
信
用
金
庫
の
寄
付
に
よ
り
山
田
地
内
４

５
０
ｍ
に
わ
た
り
ミ
ソ
ハ
ギ
２
７
０
０
株
を
植

栽
、
ア
ダ
プ
ト
事
業
に
よ
り
管
理
を
し
ま
す
。 

◇
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
委
託
料 

１
１
０
０
万
円 

 
 

西
日
本
豪
雨
で
は
農
業
用
た
め
池
が
決
壊
し

大
き
な
被
害
が
発
生
。
国
の
農
村
地
域
防
災
減

災
補
助
金
交
付
を
受
け
て
、
市
内
１２
箇
所
の
た

め
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。 

◇
防
災
事
業
費
を
追
加 
 

 

１
７
４
１
万
円
余 

相
次
ぐ
地
震
発
生
を
受
け
て
、
家
庭
内
家
具

転
倒
防
止
推
進
事
業
１
０
０
軒
分
２
０
０
万
円

と
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査
委
託
料
６
７
８
万
円

余
な
ど
を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。 

「白
雲
荘
」の
指
定
管
理
者 

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
不
適
格 

３
つ
の
指
定
管
理
委
託
に
つ
い
て
債
務
負
担
行

為
補
正
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
こ
れ
ま
で
社
協

が
担
っ
て
い
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
白
雲
荘
の
指

定
管
理
を
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
担
わ
せ
る
と
し
て
五

年
間
５
５
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

シ

ニ

ア

ク

ラ

ブ

は

サ

ー

ビ

ス

を

受

け

る

側

で

あ
り
、
施

設

管

理

の

経

験

も

あ

り

ま
せ
ん
。

経

費

削

減

を

理

由
に
、
年

約
３
５
０
万
円
の
減
額
、
さ
ら
に
バ
ス
代
の
一
部

負
担
や
使
用
料
収
入
約
１
８
０
万
円
を
予
定
。
こ

れ
で
は
高
齢
者
福
祉
の
大
き
な
後
退
と
な
り
認
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

平
成
２９
年
度
決
算
認
定
の
問
題
点
は 

一
般
会
計
決
算
認
定 

 

歳
入
総
額
３
３
９
億
７
９
７
１
万
円
余
、
歳
出

総
額
３
２
７
億
７
２
８
万
円
余
、
歳
入
歳
出
差
引

額
１
２
億
７
２
４
２
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。 

 

歳
入
で
は
自
主
財
源
の
構
成
比
５
４
．８
％（
対

前
年
比
▲
２
．
１
％
）、
依
存
財
源
は
４
５
．
２
％

（
＋
６
．
０
％
）
と
な
り
ま
し
た
。 

 

歳
出
を
款
別
で
み
る
と
民
生
費
が
２
８
．４
％
、

教
育
費
１
５
．
７
％
、
衛
生
費
１
５
．
２
％
、
土

木
費
１
０
．
６
％
の
順
と
な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
２９
年
度
は
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
袋
井
北
小
、

周
南
中
の
校
舎
増
築
事
業
、
み
つ
か
わ
夢
の
丘
公

園
の
開
園
な
ど
が
、
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、「
袋
井
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ー
ム
推
進
事
業
」
や
「
健
康
経
営
推

進
事
業
」
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。 

し
か
し
、「
住
民
福
祉
の
増
進
」
を
図
る
地
方
自

治
の
役
割
か
ら
見
る
と
不
十
分
な
内
容
で
し
た
。 

 

最
重
要
課
題
の
保
育
所
待
機
児
童
数
は
２
８
名

に
増
加
、
要
保
護
・
準
要
保
護
就
学
支
援
交
付
率

は
６
．
７
６
％
と
低
い
も
の
で
し
た
。
一
方
、
進

出
企
業
へ
の
優
遇
措
置
で
あ
る
工
場
立
地
奨
励
補

助
金
７
２
２
１
万
円
余
、
産
業
立
地
事
業
費
補
助

金
３
２
５
１
万
円
余
を
交
付
し
ま
し
た
。 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定 

 

平
成
２９
年
度
は
、
３０
年
度
か
ら
予
定
さ
れ
て

い
た
国
保
運
営
県
単
位
化
（
財
政
運
営
の
責
任
を

市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移
行
）の
準
備
の
年
で
、

シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。 

 

県
単
位
化
に
伴
い
、
剰
余
金
や
基
金
の
積
み
立

て
等
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
が
、
平
成
２９
年
度

は
２
億
６
７
４
３
万
円
の
剰
余
金
を
出
し
、
基
金

残
高
は
９
億
１
６
２
２
万
円
余
に
も
な
り
ま
し
た
。 

国
保
税
の
滞
納
ペ
ナ
ル
テ
ィ
で
あ
る
短
期
保
険

証
の
交
付
は
４
３
３
世
帯
、
資
格
証
明
書
交
付
は

２
２
１
世
帯
に
上
り
ま
す
。
高
す
ぎ
て
払
え
な
い

国
保
税
の
引
き
下
げ
に
充
て
る
べ
き
で
し
た
。 

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定 

 

平
成
２８
年
度
の
介
護
保
険
法
の
改
正
は
、
施
設

入
所
者
を
要
介
護
３
以
上
に
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
を
保
険
給
付
か
ら
切
り
離
し
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
事
業
と
し
て
資
格
の
な
い
方
で
も
事
業

が
実
施
で
き
る
な
ど
の
改
悪
で
し
た
。 

 

そ
の
た
め
、
平
成
２９
年
度
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
費
は
前
年
度
よ
り
４
千
万
円
も
の
大
幅
な
減
額

と
な
り
ま
し
た
。 

 
ま
た
、第
７
期
介
護
保
険
料
の
算
定
が
行
わ
れ
、

基
準
月
額
が
５
１
０
０
と
１
０
０
円
引
き
下
げ
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
算
定
に
あ
た
っ
て
４

億
円
余
の
基
金
残
高
が
あ
り
な
が
ら
基
金
の
充
当

は
２
億
７
５
０
０
万
円
に
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

基
金
を
も
っ
と
取
り
崩
し
、
更
な
る
引
き
下
げ

が
可
能
で
し
た
。 

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定 

 

平
成
２９
年
度
は
前
年
度
よ
り
、
給
水
件
数
１
．

７
％
増
、
総
有
水
水
量
０
．
６
％
増
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
収
益
は
１
億
８
１
５
１
万
円
余
と
、
前
年

度
よ
り
２
１
９
万
円
余
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
修
繕
費
な
ど
の
経
費
が
増
加
し
た
た
め
で

す
。
一
昨
年
４
．
２
％
の
料
金
引
き
上
げ
ま
し
た

が
、
思
っ
た
収
益
が
得
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

水
道
事
業
費
の
約
４
割
を
占
め
る
遠
州
広
域
水

道
受
水
費
の
さ
ら
な
り
低
減
に
向
け
県
と
の
交
渉

を
す
す
め
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

手
話
は
言
語
で
あ
る
と
認
識 

袋
井
市
手
話
言
語
条
例
を
制
定 

 

手
話
の
理
解
に
努
め
、
手
話
を
使
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
全
て
の
人
々
が
お
互
い

を
尊
重
し
、
分
か
り
合
い
、
心
豊
か
に
共
生
す
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、制
定
し
ま
し
た
。 

 

９
月
２８
日
か
ら
施
行
と
な
り
ま
し
た
。 

 

議
員
提
出
意
見
書
２
本
を
可
決 

◎
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書 

◎
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に 

支
援
を
求
め
る
意
見
書 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
９
月
定
例
会
に
「
核

兵
器
禁
止
条
約
の
日
本
政
府
の
署
名
と
批
准
を
求

め
る
意
見
書
（
案
）」
と
「
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
支
援
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」
を
提
出

し
ま
し
た
。
会
派
代
表
者
会
議
で
、
意
見
書
の
取

り
扱
い
を
協
議
し
ま
し
た
。
前
記
意
見
書
は
自
民

公
明
ク
ラ
ブ
、
新
生
ふ
く
ろ
い
の
同
意
が
得
ら
れ

ず
廃
案
に
、
後
記
意
見
書
は
一
部
案
文
の
修
正
を

行
い
可
決
と
な
り
ま
し
た
。 

日本共産党 
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発行２０１８年１０月２６日 

「袋井市手話言語条例」を制定 

教室へのエアコン設置に支援を求める意見書可決 


